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第1章 研究背景 

本研究は、JSL の子どもが学校の中で主体的に学んでいける環境をつくりたい、そのた

めに学校と協働関係を築きたいという筆者の思いに端を発する研究である。2008 年 6 月

から 2009 年 10 月にかけて筆者が行った 2 人の JSL 生徒（生徒 D、生徒 Q）それぞれに

対する日本語教育実践を通して、多様な背景を持つ JSL 児童生徒のことばの力を学校の中

で育んでいくために必要な視点・要素を考えていくことを目的としている。 

第 1 章では、まず年少者日本語教育を取り囲む社会的背景と、筆者および前述の 2 人の

生徒の個別具体的な背景から年少者日本語教育の課題を提示した。前者については、文部

科学省の「日本語指導が必要な外国人児童生徒」に関する統計から、JSL 児童生徒が国内

の公立学校において珍しくない存在であるにもかかわらず、それに対する教員志望の大学

生や現職教員たちに十分認知されていないという現状を指摘した上で、JSL 児童生徒の日

本語教育において、学校と日本語教育の専門家の「協働」の視点と子どもたちの「主体性」

の視点が重要であるという筆者の意見を述べた。後者については、2 人の生徒と出会う前

と出会い関わっていく過程における筆者の問題意識と日本語教育実践の変容過程を示し、

本来学ぶ意欲や年齢相当の認知能力を持っているにも関わらず、その芽を伸ばしていく機

会を十分に得られない JSL の子どもたちの存在を示した。そして、年少者日本語教育実践

で目指すものとして、次の三つの観点をまとめた。①JSL の子どもに育成すべき力とは書

字能力に留まらず、「メタ認知能力」や「自己学習能力」といった力をも含む幅広い力であ

る。②このような子どもの学びを支える支援者自身もまた成長する主体である。③①と②

は子どもと支援者の動態的な関係の中で育まれるものである。 

 

第2章 先行研究 

 第 2 章では、第 1 章で述べた問題意識の変遷過程で筆者が着目したポートフォリオに関

する理論的な知見を整理し、年少者日本語教育実践への示唆を得ることを目指した。ポー

トフォリオに着目した理由は、生徒の主体的かつ自律的に学んでいく力を育成することと

筆者と学校教員とがともに生徒を見守り支援していくことを促すと考えたからである。 

 学校教育、言語教育双方で用いられているポートフォリオについて検討した結果、ポー

トフォリオの定義、種類と活用方法は用いられる分野やそこで目指される目標によって

様々に使い分けられており、ポートフォリオの解釈や実体は一様ではないということが分
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かった。ポートフォリオは構成主義の学習観を背景とし、学習者と教師が学びの過程を共

有することによって学習者の学習向上と教師の指導修正というように学習者と教師双方に

とって利点があり、さらに保護者などへの説明責任を果たすといった機能もあることから、

第 1 章で述べた本研究で目指す年少者日本語教育実践を具現化する上で極めて示唆的であ

ることが明らかになった。 

以上を踏まえて、ポートフォリオの知見と年少者日本語教育実践の関連性について考察

した。年少者日本語教育実践においては、子ども・日本語指導員・学校教員がともに子ど

もの日本語学習・支援のために協働する「実践共同体」を構築する必要があり、その際ポ

ートフォリオは三者をつなぐ「共通言語」としての役割を果たすと主張した。具体的には、

ポートフォリオが「実践を『ことばのレンズ』見直し、日本語指導員と学校教員と共有す

る」場合と、「実践を『学びのプロセス』で見直し、子どもと支援者が共有する」場合の媒

体物となるとまとめた。そして、本研究の研究課題として次の 3 点を設定し、日本語教育

実践を通して検討していくこととした。 

〈研究課題 1〉なぜ「ポートフォリオ」が必要なのか 

〈研究課題 2〉「ポートフォリオ」によって、どのようにことばの学びが広がるのか 

〈研究課題 3〉「ポートフォリオ」によって、何を共有するのか 

また、本研究の対象となる 2 人の JSL 児童生徒の背景や日本語教育実践の概要、研究方法

についても述べた。 

 

第3章 2008 年度の日本語教育実践 

 第 3 章では、筆者が 2 人の生徒それぞれと出会い、関係を構築しながら、また自身の教

育観を揺さぶられながら展開した 2008 年度の日本語教育実践を記述した。その結果、生

徒 D については、来日当初から積極的に他者と関わりながらことばの力を育んでいく様子

が見られたが、年度末の頃に不登校に陥ってしまうという、日本語教室での様子からは想

像もつかない顛末を迎えることとなった。一方生徒 D とは対照的で大人しく自分からは他

者と関わることが苦手な生徒 Q については、生徒 Q にとって日本語を使う必然性の無さ

がことばの力の伸長を阻害しているのではないかという状況が見えてきた。 

考察の結果、このように 2 人が全く異なることばの力の変容を辿り、「適応」している

かに見えた生徒 D が学校に通えなくなり、「不適応」に陥っているかに見えた生徒 Q が元

気に登校を続ける要因として、生徒の性格はもちろんであるが、それとは別に生徒のこと
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ばの力に対する周囲の評価とそれに伴う働きかけに課題があるのではないかと問題提起し

た。そして、単に情報共有を行っていた学校教員との関係を見直す必要があることを明示

した。また、筆者が一方的にデザインしていた日本語指導を見直し、生徒自身が自分で計

画したり、振り返ったりと学習を管理しながら主体的に学べる環境をつくる必要があるこ

とにも言及した。 

 

第4章 2009 年度の日本語教育実践 

第 4 章では、第 3 章で明らかとなった問題の打開策としてポートフォリオに注目し、日

本語教育実践を行った。「ポートフォリオ」を媒体として、学び手である生徒自身も、そし

てそれを支援する筆者や学校教員も、ともにやりとりの過程で見えることばのありように

着目し、そこから自身の学習あるいは支援を内省し、新たな気づきを得ながら実践を進め

ていくことを目指した。 

 実践と考察の結果、「ポートフォリオ」を通して、まず生徒には自身の課題から目標を立

てたり、在籍学級での学習進度を考慮しながら日本語教室での学習計画を立てたりする様

子が観察された。またそのように行われる学習とは、第 3 章において筆者が一方的に計画

していた時よりもより主体的に行われており、ことばのやりとりが増えたり、生徒のパフ

ォーマンスが向上したりしていることが明らかになった。このような生徒の姿を目の当た

りにして、筆者自身は生徒のことばの力や認知的な力、主体性をより感じるようになり、

生徒の実態に根差して生徒と協働して指導内容をデザインしていくことが可能となった。

さらに、「ポートフォリオ」を通して指導の過程、生徒の学びの過程を具体的に示すことで、

学校教員の気づきを促し、生徒が参加したり、支援を受けたりする場が広がる可能性があ

ることも示唆された。また、このように生徒の成果物を提示しながら、活動時の状況と生

徒の様子を伝えようとする行為は、学校教員からも自然に行われるようになり、そうした

やりとりの中で、筆者と学校教員が互いに生徒に対する認識と問題意識を深めていくこと

ができたと考える。以上のように、「ポートフォリオ」を通して、子ども・筆者・学校教員

の関係性に肯定的な変化が見られた。 

 

第5章 総合考察 

 第 5 章では、まず第 2 章で設定した三つの研究課題に関する考察を行った。 

 一つ目の「なぜ『ポートフォリオ』が必要なのか」については、2008 年度の日本語教育
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実践について考察した第 3 章から検討した。支援者の観点においては、生徒の実態を十分

に把握して共有できていなかったという反省から、子どもと支援者双方のやりとりによっ

て織りなされたポートフォリオを通して、子どもがどんな時にどのようにことばを使って

いたのか、どんな時に困難を感じていたのか、その時自分はどのような支援をしたのかを

メタ的に捉えて子どもの「ことば」に関する問題意識と認識を深めていく上で、ポートフ

ォリオは有効であると主張した。また、このような計画、実践、内省の過程がポートフォ

リオとして可視化されていることにより、支援者個人の気づきを越えて、他者と共有して

さらに認識を深めていくことにつながると主張した。また子どもの観点においては、日本

語教育実践の中で子ども本人の主体性とそれを支える視点が看過されていたという反省か

ら、目標分析の中に子どもを位置づけ、学習の過程で子どもに積極的に自己評価させ、そ

れによって子どもが自己の学習に意義を見出したり、自己に対して肯定的な評価をしたり

できるような「場」としてのポートフォリオの有用性を主張した。 

 二つ目の「『ポートフォリオ』によって、どのようにことばの学びが広がるのか」につい

ては、2009 年度の日本語教育実践について考察した第 4 章から検討した。まず子ども自

身にとっては、自らが必要性を感じている内容を学習目標に据え、計画を立てたことによ

り積極的に学習に参加し、支援者とのやりとりが活発に行われている様子が見られた。こ

のことから、生徒はより多くのことばに触れ、使う機会が得られるという点、学習を振り

返ったり見通したりするという新たな「文脈」が生まれ、メタ認知能力や自己学習能力が

発揮されるようなやりとりが生じているという点でことばの学びが促進されると主張した。

次に指導員である筆者にとっては、前述のような子どもの様子を目の当たりにして、これ

まで見えていなかった子どもの潜在能力に気づくことができ、子どもの実態により即した

ことばの学びの場を提供できるようになったと主張した。最後に、支援者同士の協働の観

点から、「結果」のみから在籍学級において「できる」あるいは「できない」と判断するの

ではなく、「プロセス」に着目し、共有することによってより生徒の現状に即した支援を施

せるようになってきた。このことから、生徒の参加できる場が広がり、より広い場面での

ことばの学びが実現されると主張した。 

 三つ目の「『ポートフォリオ』によって、何を共有するのか」については、上記二つの検

討を踏まえて、検討した。まず JSL の子どもと支援者は「学びのプロセス」を共有すると

主張した。子どもは、これまで行ってきた学びがどのように自分の中に息づいているのか、

またこれから行おうとしている学びは自分をどのように形づくっていくのかを「ポートフ
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ォリオ」を通して視覚的に捉えることができる。また、そのプロセスが「ポートフォリオ」

として可視化されていることによって支援者が積極的にそこに介入していくことができる

と述べた。一方、支援者同士は「その子どもとその支援者の関係性と、その関係性ゆえに

生じた子どものことばのありようとそれに応じた支援者の支援のありよう」を共有すると

主張した。 

 以上を踏まえて、年少者日本語教育実践における「ポートフォリオ」には以下の四つの

観点が盛り込まれている必要があるとした。 

① 子ども自身が、今・ここにある学びを、これまでの学びとこれからの学び、日本

語教室での学びと在籍学級での学びといったように異なる時間軸、空間軸にあ

る学びと結び付け、主体的にかつ自律的に、そして時には戦略的に学んでいく

ことを促進するものである 

② 支援者が自分自身の支援過程を内省するとともに、子どもの実態を把握し、子ど

もの「ことば」に関する問題意識と認識を深め、よりよい支援のあり方へと導

くものである 

③ その子どもとその支援者の関係性と、その関係性ゆえに生じた子どものことばの

力のありようとそれに応じた支援者の支援のありようが見えるものである 

④ 上記①～③が子どもと支援者、支援者同士の対等で協働的なやりとりの中で行わ

れている 

そして、議論すべきは「ポートフォリオ」に何を入れるか、どのような手順で行うかとい

った方法論ではなく、「ポートフォリオ」をもとに子どもと支援者が、あるいは支援者同士

が対等な関係でやりとりを行い、そこからそれぞれが気づきを得、そしてそれが日本語教

育実践の発展－子どものことばの学びの広がりとそれによる子どものことばの力の伸長－

につなげていくということであり、「ポートフォリオ」とはそのための「媒材」にすぎない

と主張した。 

 まとめとして、「JSL の子どもの『ことばの力』を見つけ、育む」のは専門家である日

本語指導員という限られた立場にあるものだけでなく、学校教員でもあり、子ども本人で

もあることを指摘した。そして「ポートフォリオ」は三者が「ともに学び成長していく」

ことを促すと主張し、本研究で明らかになった「ポートフォリオ」の内実とは年少者日本

語教育実践のあり方そのものであるという筆者の主張をまとめた。 

 最後に、生徒 D のように明るく積極的で学ぶ意欲もある子どもがドロップアウトという
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道を選ばざるを得ない要因を探り、改善していく必要があるという今後の課題を提示した。

そのためにも、子ども自身とそれを支える支援者が、子どもの小さな成長を見逃さずに捉

え、次の段階へつなげていくことを可能にするポートフォリオのさらなる実践研究が必要

である。 
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